
グアテマラだより     2025.６月  ８号      菅原 美和子（JICA海外協力隊） 

６月はとても忙しい毎日でした。首都でグアテマラと日本の交流行事があり、首都公務といって半年に

一度の活動発表やら安全会議があり、その週末に記念行事がありました。そして、最後の週は学校が前

期終了ということで１週間休みになるのでグアテマラ第２の都市、ケツァルテナンゴに旅行する予定で

した。ところが・・・・食中毒であえなく１週間を棒に振り、首都で休養となりました。 

６月７日（土）Zona２でボランティアによる壁塗りの活動と日本文化紹介、私は折り紙担当でした。       

 

 

 
     
グアテマラ人は絵を描くのが上手です。地域の子どもたちもボランティアで参加していました。 
６月１８日（水） JICA グアテマラ事務所で７月に帰国する隊員５名と活動１年を過ぎた       
隊員４名の発表があり、地域にとけ込んで地道に活動されてきた先輩隊員の話に引き込まれました。            
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６月２２日（日）2025 年はグアテマラと日本が外交関係を樹立して 90 年になる年 
また、JICA 青年海外協力隊が始まって 60 年の記念の年でもあり、記念行事として 
首都の Zona２で壁画行事が行われました。隊員２名によるスペイン語のスピーチも 
よかったですし、よさこいソーランの踊りも友好行事に華を添えました。 
マリンバ演奏や巻き寿司も病み上がりの私の癒しになりました。 
 
 
 
 
 
 

６月１7 日（火）から 23 日（月）まで学校を留守にしている間に手洗い場が完成！ 

今まではピラという洗濯も手洗いも一緒にするところで２２０人の子どもたちが桶で 
水を汲んで手洗いをしていましたが、衛生的に手を洗えるようになりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
首都の隊員連絡所（JICA 宿泊施設） 
から借りてきた大きめの浴衣を先生方 
に着せて写真を撮ったり，ちらし寿司を 
ふるまったり少しずつの日本文化交流。 
 
 
 
 
 

 

隊員が全員首都に集まるた

め、私はホテル滞在組でし

た。空港がすぐ近くでアグア

山やアカテナンゴ山もくっ

きり。コロンビア隊員と再会 

キチェの人とコバンの人では服装が違う。 

今月はみんなでホワイトボードを見て計算

練習したり、グループで計算カード練習を

したり、個人でます計算に取り組んだりし

てきましたが、練習がもう少し必要です。 

継続は力なり！来月も頑張らなくては！ 
グアテマラの 

典型的な朝食 


